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迎　寛: 感染症法の概要について. 今日の治療指針2020年版 175(176): 213-214, 2020.

坂本憲穂、迎　寛: 感染症診療におけるマクロライド　～抗菌作用以外の効果について～. Prog Med 40(11): 1195-
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830-833, 2020.

迎　寛, 尾長谷　靖: 咳嗽・喀痰の診療ガイドラインダイジェスト版. 「咳嗽・喀痰の診療ガイドラインダイジェ

スト版」 :  2020.

迎　寛: 診療の手引き検討委員会. 新型コロナウイルス感染症COVID-19診療の手引き :  2020.

今村圭文、迎　寛: 市中肺炎（細菌性肺炎を中心に）. 最新ガイドラインに基づく　呼吸器疾患診療指針2021-
2022 : 23-30, 2020.

迎　寛: . 新型コロナウイルス感染症流行下における熱中症対応の手引き :  2020.

宮崎泰可: 動物より伝播される感染症（特にイヌ，ネコ，ウサギ，ネロミに咬まれたとき）. 今日の治療指針

2020年版 : 228-229, 2020.

宮崎泰可: グプトコックス. 臨床検査ガイド2020年改訂版 : 892-893, 2020.

迎　寛: 市中肺炎. 今日の診断指針第８版 : 938-941, 2020.

迎　寛: 肺炎総論. 新臨床内科学第10版 : 107-110, 2020.

迎　寛: 市中肺炎. 新臨床内科学第10版 : 110-112, 2020.

迎　寛: . 炎症性疾患に対する生物学的製剤と呼吸器疾患診療の手引き　第２版 :  2020.

迎　寛: 日本呼吸器学会・日本゙ウマチ学会合同　膠原病に伴う間質性肺疾患　診断・治療指針作成委員会. 膠
原病に伴う間質性肺疾患　診断・治療指針2020 :  2020.

迎　寛: 日本呼吸器学会. 新呼吸器専門医テキスト改訂第２版 :  2020.

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

住吉 誠，芦澤信之，宮崎泰可: バンドルマネジメント. AST虎の巻 : 199-203, 2020.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

迎　寛・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県福祉保健部国保・健康増進課

0 0 10 7 9 116

迎　寛・教授 特殊疾患コーディネーター（難病） 長崎県福祉保健部国保・健康増進課

迎　寛・教授
疾病・障害認定審査会　感染症・予防接種
審査分科会　臨時委員

厚生労働省　健康局

迎　寛・教授 長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 長崎県福祉保健部医療政策課

迎　寛・教授
代議員、長崎県医師会代議員会費等検討委
員会

長崎県医師会

迎　寛・教授 専門委員、科学委員会専門部会委員 独立行政法人医薬品医療機器総合機構
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迎　寛・教授
評議員、編集委員、第43回日本呼吸器内視
鏡学会学術集会　プログラム委員、評議員
資格審査委員会副委員長

日本呼吸器内視鏡学会

迎　寛・教授

代議員、理事、広報委員会委員長、学術部
会統合委員会委員、学会賞選考委員会委
員、COVID-19後遺症研究委員会委員、第60
回学術講演会プログラム委員会委員、感染
症・結核学術部会部会長、咳嗽・喀痰の診
療ガイドライン2019作成委員長、ストップ
肺炎作成委委員長

日本呼吸器学会

迎　寛・教授 理事 公益財団法人　長崎県健康事業団

迎　寛・教授
理事、西日本地方会代表、倫理委員会委
員、将来検討委員会委員

日本感染症学会

迎　寛・教授 評議員 日本かん分子標的治療学会

迎　寛・教授 評議員、生涯教育委員会　理事会推薦委員 日本呼吸器学会

迎　寛・教授 幹事 日本嫌気性菌感染症学会

迎　寛・教授 評議員 日本環境感染症学会

迎　寛・教授 評議員 日本肺癌学会

迎　寛・教授 代議員、理事、予防委員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

迎　寛・教授
幹事、評議員、社会保険委員会委員長、西
日本支部長、CID制度協議会　講習会認定委
員会委員

日本化学療法学会

迎　寛・教授 代議員 日本老年医学会

迎　寛・教授 幹事 エンドトキシン血症救命治療研究会

迎　寛・教授 理事、評議員 日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会

迎　寛・教授 理事、評議員、会誌編集委員 日本臨床生理学会

尾長谷　靖・准教授 代議員 日本アレルギー学会

尾長谷　靖・准教授
「咳嗽・喀痰の診療ガイドライン」ガイド
ライン作成委員

日本呼吸器学会

尾長谷　靖・准教授 評議員 日本呼吸器学会

尾長谷　靖・准教授 専門試験作成委員 日本アレルギー学会

宮崎泰可・准教授
JAID/JSC 感染症治療ガイド2022 「呼吸器
感染症」 ワーキンググループ委員

日本感染症学会・日本化学療法学会

宮崎泰可・准教授
抗菌化学療法認定医制度審議委員会委員、
PAUSE委員会委員、評議員

日本化学療法学会

尾長谷　靖・准教授 長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 長崎県福祉保健部医療政策課

宮崎泰可・准教授 臨床研究促進委員会委員 日本感染症学会

宮崎泰可・准教授

侵襲性カンジダ症に対するマネジメントの
ための臨床実践ガイドライン作成委員、希
少真菌症診断・治療のガイドライン作成委
員、代議員

日本医真菌学会
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山本和子・助教 評議員 日本感染症学会

山本和子・助教 評議員 日本化学療法学会

宮崎泰可・准教授 世話人 真菌症フォーラム

山本和子・助教
COVID-19エキスパートオピニオン委員会委
員

日本呼吸器学会

山本和子・助教 Editorial Board Member Antibiotics

山本和子・助教 男女参画推進委員会委員 日本感染症学会

山本和子・助教 広報委員会委員 日本呼吸器学会

山口博之・助教 地方労災医員 長崎労働局

山口博之・助教 肺癌検診読影委員 長崎市医師会

山口博之・助教 代議員 日本呼吸器学会

山口博之・助教
九州支部評議員、胸腺腫瘍小委員会委員、
TNM分類委員会委員

日本肺癌学会

山口博之・助教 世話人 長崎呼吸器画像研究会

山口博之・助教 事務局・世話人 長崎かん治療研究会

山口博之・助教 長崎市夜間急患センター運営協議会　委員 長崎市医師会

山口博之・助教 世話人 九州肺癌悪性胸膜中皮腫研究会

髙園貴弘・助教
日本医真菌学会 希少深在性真菌症の診断・
治療ガイドライン作成委員、支部関連学会
委員、代議員

日本医真菌学会

髙園貴弘・助教
インターネットサーベイランス委員、
COVID-19エキスパートオピニオン委員会委
員

日本呼吸器学会

山口博之・助教 世話人 臨床腫瘍学セミナー

細萱直希・助教 専門委員 独立行政法人医薬品医療機器総合機構

髙園貴弘・助教
One World Guideline “Cryptococcosis” 
Contributor

ISHAM (International society for human 
and animal mycology) / ECMM (European 
confederation of medical mycology)

髙園貴弘・助教
One World Guideline “Candidiasis” 
Contributor

ISHAM (International society for human 
and animal mycology) / ECMM (European 
confederation of medical mycology)

髙園貴弘・助教 Editorial Board member Medical Mycology

髙園貴弘・助教 Editorial Board member Scientific Reports

髙園貴弘・助教 評議員 日本感染症学会

髙園貴弘・助教 評議員 日本化学療法学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

髙園貴弘・助教 コアメンバー 非HIV感染者の免疫再構築症候群研究会

迎　寛・教授
令和２年度厚生労働行政推進調
査事業費補助金（厚生労働科学
特別研究事業

分担 COVID-19 後遺症に関する 実態調査

迎　寛・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構（AMED）

分担
大村天然化合物エバーメクチンを基盤とした
COVID-19治療薬の創製

山本和子・助教
日本学術振興会　科学研究費助
成事業　基盤研究(B)

分担
組織骨格を利用した再生臓器におけるハイム
゙ッド型血管ニッチの確立と移植研究

宮崎泰可・准教授
令和2年度 厚生労働科学研究費
補助金（新興・再興感染症及び
予防接種政策推進研究事業）

代表
無症状及び軽症COVID-19 患者に対するネル
フィナビルの有効性及び安全性を探索するラ
ンダム化非盲検並行群間比較試験

尾長谷　靖・准教授
日本学術振興会　科学研究費助
成事業　基盤研究（B）

研　究　題　目

迎　寛・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構（AMED）

分担
軽度呼吸不全を呈するCOVID-19肺炎患者に対
するファビピラビル／ステロイド併用療法の
多施設共同第II相試験

宮崎泰可・准教授
Astellas Investigator 
Sponsored Research

代表

Exploration of predictive factors for 
prognosis of community-onset Exploration 
of predictive factors for prognosis of 
community-onset

尾長谷　靖・准教授
日本学術振興会　科学研究費助
成事業　基盤研究（B）

分担

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

環境中化学物質による気管支喘息症の中心的
役割としてのエクソソームとそのmiRNA

宮崎泰可・准教授
US External Non-Clinical MISP 
Study

代表
Elucidation of multidrug resistance 
mechanisms in the pathogenic yeast 
Candida glabrata

尾長谷　靖・准教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表
気管支喘息の難治化因子としてのPM2.5の分子
生物学的考察

分担
数理モデルからの知識の転移と学習およびそ
の医工学応用

宮崎泰可・准教授
日本学術振興会　科学研究費助
成事業　基盤研究（C）

分担
オートファジー誘導因子Atg1を標的としたカ
ンジダ症の予防

石本裕士・講師
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表
特発性肺線維症における下気道感染症゙スク
因子の探索

宮崎泰可・准教授
日本学術振興会　科学研究費助
成事業　基盤研究（C）

代表
病原真菌カンジダにおける多剤耐性機序の解
明とその克服

宮崎泰可・准教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構（AMED

分担
薬剤耐性真菌対策を含めた侵襲性真菌症の革
新的検査と治療法に関する研究開発

山本和子・助教
長崎大学　令和2年度研究支援推
進援経費

代表
炎症性非コードRNAを介した関節゙ウマチ気道
病変のメカニロム解明と新規治療

山本和子・助教
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表

長崎県の重症熱性血小板減少症候群（SFTS）
とそれ以外のダニ媒介感染症の鑑別スコア゙
ング法の確立と予後因子を明らかにする調査
研究

山本和子・助教
日本゙ウマチ財団令和元年度゙
ウマチ性疾患調査・研究助成

代表
炎症性非コードRNAを介した関節゙ウマチ気道
病変のメカニロム解明と新規治療への展開

山口博之・助教
長崎大学　第三期中期目標・中
期計画における重点研究課題研
究費

分担
個別かん医療のトランスレーショナル・゙
サーチ実践を目指した基盤構築
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迎　寛・教授 塩野義製薬株式会社
抗インフルエンザ薬バロキサビル・マルボキシルに利便
性評価に基づく費用的価値の推定

迎　寛・教授 塩野義製薬株式会社
75歳以上のインフルエンザウイルス感染症患者を対象と
したバロキサビル マルボキシルの無作為化オセルタミビ
ル対照比較試験

迎　寛・教授 杏林製薬株式会社
医療・介護関連肺炎におけるラスクフロキサシン錠の有
効性・安全性の検討

宮崎泰可・准教授 Pfizer

Epidemiology Study on Incidence Rate of 
Pneumococcal Pneumonia and Distribution of 
Streptococcus Pneumoniae Serotypes in Residents 
aged 18 Years or Older in Goto City in Japan

迎　寛・教授 大塚製薬株式会社
COVID-19血中抗体迅速診断キットの性能比較に関する検
討

迎　寛・教授 塩野義製薬株式会社

インフルエンザ伝播モデルと健康保険組合データベース
を用いた抗インフルエンザ薬（バロキサビル・マルボキ
シル、オセルタミビル）のインフルエンザ家族内感染抑
制に関する比較検討-2018/2019年インフルエンザシーロ
ンデータによる研究-

髙園貴弘・助教 大塚製薬株式会社
ガラクトサミノガラクタンをターゲットとした肺アスヘ
ルギルス症新規診断法の開発

山口博之・助教
日本ベー゙ンガーインゲルハイ
ム株式会社

EGFR遺伝子変異陽性肺癌における高感度デジタルPCRを用
いたEGFR遺伝子変異の解析

髙園貴弘・助教 日本メジフィジックス株式会社
慢性呼吸器感染症に対するFDG-PETを用いた疾患活動性評
価の探索的研究

山口博之・助教
国立かん研究センター開発費大
江班肺かん内科グループ

分担
成人固形かんに対する標準治療確立のための
基盤研究

山口博之・助教
長崎大学令和2年度大学高度化推
進経費

代表
胸腺上皮性腫瘍の遺伝学的背景の解明と個別
化治療への応用

山口博之・助教
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団

分担
EGFR変異陽性肺癌のバイオマーカー探索によ
る治療シークエンスの最適化

髙園貴弘・助教
日本学術振興会　科学研究費助
成事業　若手研究

代表
PslGによるカンジダバイオフィルム感染症に
対する新規治療法開発

髙園貴弘・助教
日本学術振興会　科学研究費助
成事業　基盤研究（C）

分担
アスヘルギルスと非結核性抗酸菌の細胞間コ
ミュニケーションを介した難治化機序の解明

髙園貴弘・助教
MSD 生命科学財団　研究助成ー
感染症領域

代表
Galactosaminogalactanをターゲットにした肺
アスヘルギルス症の診断・治療法の開発

髙園貴弘・助教
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団

代表
修飾免疫エフェクター細胞を用いたアスヘル
ギルス症の新規治療法の開発

道津洋介・大学院生
令和２年度長崎医学同窓会医学
研究助成金

代表
腫瘍抗原認識能を向上する低分子化合物の作
用機序解明とそれに基づく新規かん免疫治療
戦略の開発

平山達朗・助教
日本学術振興会　科学研究費助
成事業　若手研究

代表
トランスロケーションマウスモデルを用いた
カンジダ属の病原性評価

平山達朗・助教
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団

代表
トランスロケーションマウスモデルを用いた
カンジダ属の病原性評価
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特　許

その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

　学術賞受賞

山本和子・助教 慢性肝疾患治療剤 2004年8月31日 2011年3月4日 第4695366号

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

迎　寛・教授 呼吸器 宮崎大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

迎　寛・教授
呼吸器・胸壁Ⅰ、呼吸器の研究指導、大学
院講義

産業医科大学

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

迎 寛・教授
『肺炎』大切な日頃からの予
防対策～65歳以上の高齢者は
特に注意を！～

朝日新聞 2020年1月1日
肺炎の予防対策について説明
を行あた。

迎 寛・教授 読売新聞 総合 読売新聞 2020年2月14日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策について説明を行あ
た。

迎 寛・教授
[巻頭特集] 新型ウイルス 正
しい情報か武器

AERA 2020年3月9日
新型コロナウイルスの重症化
した人への治療について説明
を行あた。

迎 寛・教授
マンガてわかるニュースの゙
や

テレビ朝日 サタ
デーステーション

2020年4月4日
新型コロナウイルスの急速に
重症化する理由について説明
を行あた。

迎 寛・教授
新型コロナ たばこ 重症化゙
スクは

朝日新聞 2020年4月23日
喫煙か新型コロナウイルスの
重症化に及ぼずスクについ
て説明を行あた。

迎 寛・教授 読売新聞 総合 読売新聞 2020年4月30日
新型コロナウイルスの軽症者
ホテルの人手不足について説
明を行あた。

迎 寛・教授 教えて！ヨミドック 夕刊 読売新聞 2020年6月20日
肺炎の種類や予防について説
明を行あた。

迎 寛・教授
ジーロ 名医か教える病気
と予防

産経新聞 九州・山
口特別版

2020年7月29日

喫煙による肺炎へのダメージ
や症状、慢性閉塞性肺疾患と
は、呼吸器゙ハビ゙テーショ
ンの有効性について説明を
行あた。

迎 寛・教授
デジタルVS「コロナ即判定 
医師の負担減」

毎日新聞 2020年8月12日
ＰＣＲ検査について説明を
行あた。

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

山本和子・助教 三浦記念゙ウマチ学術研究賞 日本゙ウマチ財団
炎症性非コードRNAを介した関
節゙ウマチ気道病変のメカニ
ロム解明と新規治療への展開

迎 寛・教授
コロナの冬拡大防止に加湿器
特需

日刊スポーツ 2020年11月24日
加湿器の必要性と使い方につ
いて説明を行あた。

山本和子・助教
第１回日本呼吸器学会女性研究
者奨励賞

日本呼吸器学会
肺炎起因微生物に関連する肺
免疫機構の解明
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平山達朗・助教
令和2年感染症学会西日本地方会
感染症優秀論文賞

日本感染症学会
Candida guillermondiiおよび
Candida fermentatiの臨床
的・微生物学的特徴

平山達朗・助教
第85回日本呼吸器学会九州支部
会学術奨励賞

日本呼吸器学会
Candida guillermondiiおよび
Candida fermentatiの臨床
的・微生物学的特徴
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